
1 おぢや市議会だより　令和元年10月号

OJIYA　CITY　ASSEMBLY

NO. 94
令和1．10．25

編集発行

小千谷市議会
☎83－3505

おぢや市議会だより／令和元年10月号　№３ この市議会だよりは環境に優しい紙を使用しています。

　現在約40人の小中学生のメンバーで活動しています。
　ミニバスでは昨年・一昨年と県大会で優勝し、東北大会や全国大会
に出場することが出来ました。バスケが大好きで上手くなりたいと一
生懸命、練習に励んでいる団員たちです。
　最近はｂリーグやワールドカップでプロ選手や日本代表選手のプ
レーを目にする機会が多くなり、日本でもバスケ人気が高まってきて
います。憧れや目標に向かってますますバスケを楽しんでほしいです。
団員募集中です。バスケをやってみたい子どもたち、待っています！

小千谷スーパーソニックス
（小千谷バスケットボール少年団）

─主な掲載内容─

●第3回定例会議決結果
　  ………………………… P2～3

●常任委員会報告  ……… P4～5

●一般質問  ……………… P6～9

●議会日誌  ………………… P10

●雪あかり・編集後記  …… P10
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第 ３ 回 定 例 会 議 決 結 果 （9月2日から9月25日まで開催）

議決結果議決状況議　　　　　　　件　　　　　　名議案番号等

原案可決全会一致令和元年度小千谷市一般会計補正予算（第２号）議案第７９号

予　算
〃〃令和元年度小千谷市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議案第８０号

〃〃令和元年度小千谷市介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第８１号

〃〃令和元年度小千谷市工業団地事業特別会計補正予算（第１号）議案第８２号

認　定賛成多数平成３０年度小千谷市一般会計歳入歳出決算認定議案第８３号

決　算

〃全会一致平成３０年度小千谷市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定議案第８４号

〃賛成多数平成３０年度小千谷市介護保険特別会計歳入歳出決算認定議案第８５号

〃〃平成３０年度小千谷市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定議案第８６号

〃全会一致平成３０年度小千谷市工業団地事業特別会計歳入歳出決算認定議案第８７号

原案可決
認　定〃平成３０年度小千谷市ガス事業会計の利益の処分及び決算認定議案第８８号

〃〃平成３０年度小千谷市水道事業会計の利益の処分及び決算認定議案第８９号

認　定〃平成３０年度小千谷市工業用水道事業会計決算認定議案第９０号

原案可決
認　定〃平成３０年度小千谷市下水道事業会計の利益の処分及び決算認定議案第９１号

原案可決〃小千谷市印鑑条例の一部改正議案第４６号

その他

〃賛成多数小千谷市税条例の一部改正議案第４７号

〃全会一致小千谷市健康・こどもプラザ条例の制定議案第４８号

〃〃小千谷市健康センター条例の廃止議案第４９号

〃〃小千谷市子育て支援センター条例の廃止議案第５０号

〃〃小千谷市立保育園条例の一部改正議案第５１号

〃〃小千谷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部改正議案第５２号

〃賛成多数小千谷市行政財産の目的外使用条例の一部改正議案第５３号

〃〃小千谷市手数料条例の一部改正議案第５４号

〃〃小千谷市立学校使用条例の一部改正議案第５５号

〃〃小千谷市立図書館条例の一部改正議案第５６号

〃〃小千谷市勤労青少年ホーム設置条例の一部改正議案第５７号

〃〃小千谷市民会館条例の一部改正議案第５８号

〃〃小千谷市民学習センター条例の一部改正議案第５９号

〃〃小千谷市民の家条例の一部改正議案第６０号

〃〃小千谷市片貝総合センター条例の一部改正議案第６１号

〃〃小千谷市スポーツ広場条例の一部改正議案第６２号

〃〃小千谷市体育館条例の一部改正議案第６３号

〃〃小千谷市総合福祉センター条例の一部改正議案第６４号

〃〃小千谷市老人憩の家条例の一部改正議案第６５号

〃〃小千谷市斎場条例の一部改正議案第６６号

〃〃小千谷市農業管理センター条例の一部改正議案第６７号

〃〃小千谷市堆肥センター条例の一部改正議案第６８号

〃〃おぢやクラインガルテンふれあいの里条例の一部改正議案第６９号

〃〃小千谷市総合産業会館サンプラザ条例の一部改正議案第７０号

〃〃小千谷市錦鯉の里条例の一部改正議案第７１号

〃〃小千谷市道路占用料等徴収条例の一部改正議案第７２号

〃〃小千谷市準用河川管理条例の一部改正議案第７３号

〃〃小千谷市法定外公共物管理条例の一部改正議案第７４号

〃〃小千谷市都市公園条例の一部改正議案第７５号
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議員賛否の状況 （採決において賛否が分かれたもの）

本
田
　
　
剛

山
賀
　
一
雄

田
中
　
 
淳

長
谷
川
有
理

久
保
田
陽
一

吉
﨑
　
　
進

佐
藤
　
隆
一

内
山
　
博
志

住
安
　
康
一

森
本
恵
理
子

佐
藤
　
栄
作

大
矢
　
弘
光

駒
井
　
和
彦

上
村
　
行
雄

平
澤
　
　
智

阿
部
　
守
男

反
　

対

賛
　

成

議

決

結

果

議
案
番
号
等

○○－×○○××○○○○×○○○４１１原案可決議案第４７号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第５３号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第５４号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第５５号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第５６号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第５７号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第５８号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第５９号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６０号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６１号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６２号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６３号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６４号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６５号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６６号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６７号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６８号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第６９号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第７０号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第７１号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第７２号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第７３号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第７４号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第７５号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第７６号

○○－×○○××○○○○×○○○４１１〃議案第７７号

○○－×○○○×○○○○○○○○２１３認 定議案第８３号

○○－×○○○×○○○○○○○○２１３〃議案第８５号

○○－○○○○×○○○○○○○○１１４〃議案第８６号
 ※○は賛成、×は反対、議長（田中淳）は採決に加わりません。

議決結果議決状況議　　　　　　　件　　　　　　名議案番号等

原案可決賛成多数小千谷駅前広場条例の一部改正議案第７６号

その他

〃〃小千谷市克雪管理センター条例の一部改正議案第７７号

〃全会一致小千谷市職員の給与に関する条例等の一部改正議案第７８号

〃〃財産の処分　〔鴻巣産業団地分譲地〕議案第９２号

〃〃小千谷市道路線の認定議案第９３号

〃〃小千谷市固定資産評価審査委員会委員の選任　〔風間隆司氏〕議案第９４号

〃〃学費の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成の
充実を求める意見書発議案第３号発　議

採　択みなし「学費の公私間格差是正にむけて、私立高等学校への私学助成
の充実を求める意見書」の採択に関する請願請願第３号請　願

※議決状況の「みなし」は、その請願に対応した同趣旨の意見書の発議案が提出され、先に採決したので、その議決結果をもって
採択されたものとみなします。
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常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
委
員
会

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
　
件
に
つ
い
て
、　
件
は
総
務
文

２４

２１

教
委
員
会
単
独
で
、
３
件
は
民
生
産

業
委
員
会
と
の
連
合
審
査
会
で
慎
重

に
審
査
し
た
結
果
、
議
案
　
件
全
て

２４

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
請
願
１
件
を

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
印
鑑
条

４６

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　
本
案
は
、
女
性
が
様
々
な
活
動
の

場
面
で
旧
姓
を
使
用
し
や
す
く
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
、
旧
氏
に
よ
る
印

鑑
登
録
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
、
併
せ
て
証
明
書
コ
ン

ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
伴
う

改
正
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
税
条
例

４７

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　
本
案
は
、
法
人
市
民
税
の
税
割
の

税
率
を
現
行
の
　
・
１
％
か
ら
８
・

１２

４
％
に
改
め
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
職
員
の

７８

給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
地
方
公
務
員
法
及
び
児

ツ
広
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
体
育
館

６３

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
斎
場
条

６６

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
お
ぢ
や
ク
ラ
イ
ン

６９

ガ
ル
テ
ン
ふ
れ
あ
い
の
里
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
総
合
産

７０

業
会
館
サ
ン
プ
ラ
ザ
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
錦
鯉
の

７１

里
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
以
上
の
　
議
案
は
、
消
費
税
率
の

１５

改
正
に
伴
い
、
手
数
料
及
び
使
用
料

等
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
令
和
元
年
度
小
千

７９

谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

　
本
案
は
、
国
庫
補
助
金
の
対
象
事

業
に
関
連
す
る
経
費
の
ほ
か
、
商
工

業
振
興
及
び
企
業
立
地
促
進
に
係
る

補
助
金
な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
６
３
６
万
４
千
円

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
１
８
８
億
５
３
５
９
万
８
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
成
年
被
後

見
人
及
び
被
補
佐
人
が
資
格
・
職
種
・

業
務
等
か
ら
一
律
に
削
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
行
政
財

５３

産
の
目
的
外
使
用
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
手
数
料

５４

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
立
学
校

５５

使
用
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
立
図
書

５６

館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
勤
労
青

５７

少
年
ホ
ー
ム
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
民
会
館

５８

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
民
学
習

５９

セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
民
の
家

６０

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
片
貝
総

６１

合
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
ス
ポ
ー

６２

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

８３

３０

谷
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　
歳
入
総
額
は
前
年
度
比
２
・
５
％

増
の
１
７
６
億
７
３
２
９
万
４
８
８

６
円
、
歳
出
総
額
は
前
年
度
比
２
・

２
％
増
の
１
７
１
億
４
５
１
７
万
５

７
８
１
円
で
、
差
し
引
き
５
億
２
８

１
１
万
９
１
０
５
円
と
な
り
、
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億
６
８

８
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

４
億
２
１
２
３
万
９
１
０
５
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

８８

３０

谷
市
ガ
ス
事
業
会
計
の
利
益
の
処
分

及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収
入

の
決
算
額
は
　
億
２
５
８
８
万
６
５

１７

２
円
、
支
出
の
決
算
額
は
　
億
３
１

１６

０
０
万
６
２
２
９
円
。
当
年
度
純
利

益
は
８
４
４
４
万
８
７
２
６
円
と
な

り
、
前
年
度
繰
越
欠
損
金
４
７
３
１

万
８
８
４
２
円
の
全
額
を
補
て
ん
し

た
後
の
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金

は
３
７
１
２
万
９
８
８
４
円
と
な
り

ま
し
た
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

８９

３０

谷
市
水
道
事
業
会
計
の
利
益
の
処
分

及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収
入

の
決
算
額
は
８
億
５
４
６
０
万
６
３

８
８
円
、
支
出
の
決
算
額
は
７
億
４

２
１
５
万
９
７
９
１
円
。
当
年
度
純

利
益
は
８
０
１
１
万
２
３
７
２
円
と

な
り
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余
金
及

び
そ
の
他
未
処
分
利
益
剰
余
金
変
動

額
を
加
え
た
当
年
度
末
処
分
利
益
剰

余
金
は
、
３
億
３
８
４
６
万
６
５
８

２
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

９０

３０

谷
市
工
業
用
水
道
事
業
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

　
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収
入

の
決
算
額
は
２
億
２
７
１
３
万
６
１

２
円
、
支
出
の
決
算
額
は
２
億
２
６

９
５
万
８
２
０
２
円
。
当
年
度
純
損

失
は
３
０
９
万
７
７
６
２
円
と
な
り

ま
し
た
が
、
全
額
前
年
度
繰
越
利
益

剰
余
金
で
補
て
ん
し
、
当
年
度
未
処

分
利
益
剰
余
金
は
２
億
９
８
８
万
８

２
３
８
円
と
な
り
ま
し
た
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

９１

３０

谷
市
下
水
道
事
業
会
計
の
利
益
の
処

分
及
び
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
収
益
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収
入

の
決
算
額
は
　
億
４
９
０
９
万
９
２

１７

５
０
円
、
支
出
の
決
算
額
は
　
億
２

１３

３
１
７
万
３
３
６
６
円
。
当
年
度
純

利
益
は
４
億
１
４
４
５
万
６
６
８
７

円
と
な
り
、
前
年
度
繰
越
利
益
剰
余

金
及
び
そ
の
他
未
処
分
利
益
剰
余
金

変
動
額
を
加
え
た
当
年
度
未
処
分
利

益
剰
余
金
は
８
億
２
７
１
１
万
２
５

７
２
円
と
な
り
ま
し
た
。



5 おぢや市議会だより　令和元年10月号

○
請
願
第
３
号
　
「
学
費
の
公
私
間

格
差
是
正
に
む
け
て
、
私
立
高
等
学

校
へ
の
私
学
助
成
の
充
実
を
求
め
る

意
見
書
」
の
採
択
に
関
す
る
請
願
に

つ
い
て

　
本
請
願
は
、
私
立
高
校
生
へ
の
就

学
支
援
金
制
度
や
学
費
軽
減
制
度
を

拡
充
す
る
こ
と
を
関
係
機
関
に
意
見

書
と
し
て
提
出
を
求
め
る
も
の
で
あ

り
、
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議

案
　
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
査
し

２２
た
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
健
康
・

４８

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
本
案
は
、
小
千
谷
市
健
康
・
こ
ど

も
プ
ラ
ザ
を
開
設
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
設
置
や
業
務
内
容
な
ど
を
条
例

で
定
め
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
健
康
セ

４９

ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
子
育
て

５０

支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
以
上
の
２
議
案
は
、
小
千
谷
市
健

康
・
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
条
例
の
制
定
に

伴
い
、
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
立
保
育

５１

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、「
新
潟
県
児
童
福
祉
施
設

の
整
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
」
の
改
正
に
伴
う
改
正

で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
特
定
教

５２

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
よ
り
、
国
が
示
す
「
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事

業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
」
の
一
部

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
改
正
で

す
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
総
合
福

６４

祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
老
人
憩

６５

の
家
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
農
業
管

６７

理
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
堆
肥
セ

６８

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
道
路
占

７２

用
料
等
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
準
用
河

７３

川
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
法
定
外

７４

公
共
物
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
都
市
公

７５

園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
駅
前
広

７６

場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
克
雪
管

７７

理
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
以
上
の
　
議
案
は
、
消
費
税
率
の

１０

改
正
に
伴
い
、
手
数
料
及
び
使
用
料

等
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
令
和
元
年
度
小
千

８０

谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
保
険
給
付
費
等
の
額
の

確
定
に
伴
い
、
歳
出
に
お
い
て
国
県

支
出
金
等
過
年
度
分
返
還
金
及
び
保

険
税
還
付
金
の
増
額
。
歳
入
に
お
い

て
平
成
　
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金

３０

の
計
上
、
及
び
予
定
し
て
い
た
基
金

繰
入
を
行
わ
な
い
と
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
令
和
元
年
度
小
千

８１

民
生
産
業
委
員
会

谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
介
護
給
付
費
等
の
額
の

確
定
に
伴
い
、
歳
出
に
お
い
て
国
県

支
出
金
等
過
年
度
分
返
還
金
及
び
給

付
準
備
基
金
積
立
金
の
増
額
。
歳
入

に
お
い
て
平
成
　
年
度
決
算
に
伴
う

３０

繰
越
金
の
計
上
、
及
び
予
定
し
て
い

た
基
金
繰
入
を
行
わ
な
い
と
す
る
も

の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

８４

３０

谷
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
歳
入
決
算
額
は
　
億
４
７
６
８
万

３２

６
２
７
１
円
、
歳
出
決
算
額
は
　
億
３１

８
７
８
３
万
６
６
２
９
円
で
差
引
額

５
９
８
４
万
９
６
４
２
円
を
翌
年
度

に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

８５

３０

谷
市
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て

　
歳
入
決
算
額
は
　
億
１
３
３
１
万

３９

２
９
９
６
円
、
歳
出
決
算
額
は
　
億
３７

６
２
１
０
万
７
６
１
８
円
で
差
引
額

１
億
５
１
２
０
万
５
３
７
８
円
を
翌

年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

８６

３０

谷
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
歳
入
決
算
額
は
７
億
３
８
７
４
万

９
１
４
７
円
、
歳
出
決
算
額
は
７
億

３
７
７
１
万
９
６
１
７
円
で
差
引
額

１
０
２
万
９
５
３
０
円
を
翌
年
度
に

繰
り
越
す
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
平
成
　
年
度
小
千

８７

３０

谷
市
工
業
団
地
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
歳
入
決
算
額
は
４
億
７
９
５
１
万

５
７
５
９
円
、
歳
出
決
算
額
は
４
億

７
９
５
１
万
５
７
５
９
円
で
実
質
収

支
額
は
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
　
号
　
小
千
谷
市
道
路
線

９３

の
認
定
に
つ
い
て

　
本
案
は
、
鴻
巣
産
業
団
地
線
を
市

道
に
認
定
す
る
も
の
で
す
。

市議会本会議は市ホームページからインターネットライブ中
継でご覧いただけます。本会議当日のライブ中継のほか、概
ね１週間後には、録画映像も配信しています。また、会議録
も市ホームページで閲覧できます。一般質問等の詳細は「会
議録の閲覧と検索」をご利用ください。（令和元年第３回定
例会の会議録掲載は、11月末頃となります。）
スマートフォンやタブレットでもご覧いただけます。
 URL 　https://www.city.ojiya.niigata.jp/

本会議をインターネット中継しています
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た
め
に
休
業
す
る
場
合
の
補
償
制
度

と
し
て
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
助
成

制
度
を
創
設
す
る
べ
き
と
提
案
す
る
。

答
弁
　
ド
ナ
ー
対
象
者
へ
の
支
援
制

度
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。

質
問
　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
に
対
す

る
助
成
事
業
の
立
ち
上
げ
を
提
案
。

答
弁
　
健
康
保
険
の
対
象
と
な
る
よ

う
、
国
に
要
望
し
た
い
。

質
問
　
障
が
い
者
の
た
め
の
防
災
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
べ
き
。

答
弁
　
障
が
い
の
種
別
に
応
じ
た
防

災
に
関
す
る
必
要
な
情
報
を
掲
載
し

た
お
知
ら
せ
を
作
成
す
る
。

質
問
　
水
の
確
保
が
重
要
。
井
戸
登

録
の
ほ
か
に
清
水
登
録
が
必
要
。

答
弁
　
所
有
者
や
関
係
者
の
了
解
が

得
ら
れ
た
際
に
は
防
災
時
登
録
井
戸

の
マ
ッ
プ
に
表
示
し
た
い
。

質
問
　
小
千
谷
市
版
の
「
子
ど
も
防

災
手
帳
」
の
作
成
を
提
案
す
る
。

教
育
長
答
弁
　
新
た
に
原
子
力
災
害

を
加
え
た
、
改
訂
版
の
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
を
念
頭
に
お
い
て
、

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

助
成
・
当
市
の
防
災

住
安
　
康
一
 議
員

質
問
　
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
つ
い
て

普
及
啓
発
に
努
め
る
べ
き
。
ま
た
、

ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
普
及
啓
発
す
る

な
ど
、
企
業
等
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
べ
き
。

答
弁
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

日
本
骨
髄
バ
ン
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

移
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、

ド
ナ
ー
の
勤
務
す
る
事
業
所
へ
の
理

解
と
普
及
啓
発
活
動
を
進
め
て
い
く

た
め
、
小
千
谷
商
工
会
議
所
を
通
し

て
、
周
知
、
啓
発
活
動
を
進
め
る
。

質
問
　
ド
ナ
ー
が
、
骨
髄
等
の
提
供

に
伴
う
入
院
、
通
院
、
打
合
せ
等
の

旧
小
千
谷
総
合
病
院

跡
地
利
用
に
つ
い
て

佐
藤
　
隆
一
 議
員

質
問
　
跡
地
利
用
に
先
立
っ
て
行
わ

れ
た
視
察
の
評
価
は
事
業
に
ど
う
反

映
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
　
視
察
で
は
施
設
の
建
設
、
事

業
の
経
緯
、
実
際
の
運
用
に
つ
い
て

調
査
し
、
民
間
の
経
営
力
を
活
か
し

た
民
間
主
導
・
官
民
連
携
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
必
要
性
に
つ
い
て
反
映
。

岩
手
県
紫
波
町
の
視
察
に
は
私
も
参

加
し
ま
し
た
。

質
問
　
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
を
活
用
す
る
前
提
条
件
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁
　
交
付
金
活
用
に
は
都
市
再
生

整
備
計
画
策
定
や
中
心
市
街
地
の
活

性
化
、
路
線
バ
ス
の
本
数
（
１
時
間

に
３
本
以
上
）
な
ど
が
あ
り
、
併
設

す
る
図
書
館
・
資
料
館
は
法
律
の
要

件
を
満
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
防
災
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

を
検
討
し
た
い
。

質
問
　
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て
。

答
弁
　
ド
ロ
ー
ン
の
寄
贈
を
受
け
て

い
る
の
で
、
消
防
職
員
が
操
縦
の
講

習
を
受
講
す
る
な
ど
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。

が
出
来
る
よ
う
な
子
育
て
支
援
を
。

答
弁
　
分
析
中
の
子
育
て
支
援
ニ
ー

ズ
調
査
を
も
と
に
検
討
し
て
い
く
。

当
市
の
高
齢
者
福
祉
施
策
に
つ
い
て

質
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

１
か
所
の
市
は
当
市
と
村
上
、
加
茂
、

妙
高
市
。
１
か
所
で
委
託
先
が
独
占

化
の
自
治
体
は
当
市
と
出
雲
崎
町
の

み
。
相
談
件
数
も
激
増
。
是
正
を
。

答
弁
　
人
員
を
１
名
増
や
し
た
。
複

数
化
、
サ
テ
ラ
イ
ト
化
は
考
え
て
い

な
い
。

一般質問一般質問

市政の内容を聞く市政の内容を聞く
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
社
会
支
援

質
問
　
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
に

は
年
齢
制
限
が
あ
り
働
く
世
代
が
多

い
。
休
暇
取
得
し
や
す
い
社
会
環
境

整
備
が
必
要
。
県
内
　
市
町
で
導
入

14

実
績
が
あ
る
ド
ナ
ー
と
勤
務
す
る
事

業
所
に
助
成
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
ド

ナ
ー
助
成
制
度
の
創
設
を
当
市
で
図

る
べ
き
。

答
弁
　
創
設
に
む
け
検
討
を
進
め
る
。

質
問
　
工
業
団
地
企
業
誘
致
も
進
む

が
労
働
人
口
の
減
少
・
人
手
不
足
の

中
、
若
者
層
へ
の
住
宅
施
策
は
大
切
。

若
者
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
補
助
金
、
住

宅
取
得
補
助
金
等
あ
る
が
『
小
千
谷

市
定
住
促
進
事
業
・
Ｕ
・
Ｊ
・
Ｉ
タ
ー

働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
へ
の
支
援
を

長
谷
川
有
理
 議
員

ン
就
業
者
家
賃
補
助
』
を
復
活
し
定

住
化
支
援
を
図
る
べ
き
。

答
弁
　
国
の
交
付
金
が
な
い
現
状
で

は
制
度
の
復
活
は
考
え
て
い
な
い
。

安
心
し
た
出
産
・
子
育
て
へ
の
支
援

質
問
　
妊
産
婦
医
療
費
助
成
は
多
く

の
市
町
村
で
所
得
制
限
が
な
い
。
昨

年
度
実
績
は
人
数
１
人
・
件
数
も
１

件
。
制
度
の
周
知
を
行
い
、
他
市
町

村
並
み
の
所
得
制
限
撤
廃
と
自
己
負

担
な
し
の
全
額
助
成
を
す
べ
き
。
年

間
出
生
数
約
２
０
０
人
の
当
市
で
所

得
制
限
を
設
け
る
の
は
い
か
が
か
。

答
弁
　
所
得
の
再
配
分
の
役
割
と
し

て
所
得
制
限
の
撤
廃
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
第
３
子
出
産
祝
金
の
支
給
や

一
時
保
育
サ
ー
ビ
ス
利
用
券
の
交
付
、

親
子
体
験
活
動
に
バ
ス
借
り
上
げ
を

助
成
す
る
等
、
孤
立
・
疲
弊
し
な
い
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
仲
間
づ
く
り
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質
問
　
学
生
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お

い
て
課
題
と
な
っ
て
い
る
点
は
。

答
弁
　
就
職
活
動
の
早
期
化
と
、
情

報
提
供
に
向
け
た
個
人
情
報
の
収
集

が
課
題
で
あ
る
。
本
年
８
月
に
発
足

し
た
「
お
ぢ
や
・
夢
・
ミ
ラ
イ
応
援

団
」
組
織
を
活
用
し
、
重
ね
て
保
護

者
か
ら
の
理
解
も
深
め
て
い
く
。

質
問
　
鴻
巣
産
業
団
地
周
辺
道
路
・

県
道
山
谷
片
貝
線
の
整
備
に
つ
い
て
。

答
弁
　
片
貝
方
面
の
狭
隘
区
間
及
び
、

山
谷
方
面
の
未
改
良
部
を
合
わ
せ
た

区
間
の
早
期
事
業
化
を
引
き
続
き
新

潟
県
に
要
望
す
る
。

質
問
　
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
。

答
弁
　
鴻
巣
産
業
団
地
か
ら
長
岡
方

面
へ
の
バ
イ
パ
ス
県
道
長
岡
片
貝
小

千
谷
線
な
ど
は
、「
都
市
計
画
道
路
整

備
に
伴
う
移
転
用
地
等
と
し
て
市
街

地
の
拡
大
が
必
要
な
地
区
」
と
し
て

お
り
、
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
民
間

開
発
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
推
進
会
議

後
、
錦
鯉
を
通
し
た
Ｐ
Ｒ
の
動
き
は
。

答
弁
　
現
在
、
日
本
政
府
が
正
式
参

加
し
て
い
る
北
京
国
際
園
芸
博
覧
会

に
て
錦
鯉
を
出
展
。
職
員
を
派
遣
し

錦
鯉
の
発
祥
地
で
あ
る
と
情
報
発
信

す
る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
市
独
自
で
の
展
示

の
ほ
か
、
新
潟
県
と
も
連
携
し
た
情

報
発
信
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
　
計
画
の
中
心
で
あ
る
図
書
館

と
学
校
図
書
館
の
接
続
が
計
画
に
あ

り
ま
せ
ん
。
図
書
館
は
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

教
育
長
答
弁
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

図
書
館
の
蔵
書
検
索
は
行
え
る
た
め
、

接
続
は
計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
が
図
書
館
で
蔵
書
に
直
接
触

れ
る
機
会
も
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
周
辺
と
調
和
し
た
景
観
や
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
の
施
設
と

す
る
な
ど
工
夫
も
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答
弁
　
施
設
周
辺
の
歩
道
や
街
灯
、

案
内
板
等
に
つ
い
て
調
和
の
と
れ
た

整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

質
問
　
旭
橋
付
近
の
２
棟
の
家
屋
は

オ
ー
プ
ン
ま
で
に
撤
去
さ
れ
ま
す
か
。

答
弁
　
一
棟
は
所
有
者
が
亡
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
適
切
な
対
応
を
促
し

て
ま
い
り
ま
す
。

し
て
費
用
対
効
果
の
面
で
実
現
で
き

な
か
っ
た
。

質
問
　
将
来
的
に
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の
導
入
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
自
治
体
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
進
ん
で
い
く
も
の
と
考
え
、
課
題

な
ど
の
克
服
も
併
せ
て
、
研
究
を
進

め
て
い
く
。
部
分
的
な
施
行
に
つ
い

て
は
、
全
体
の
方
向
付
け
が
先
と
考

え
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

質
問
　
公
共
工
事
で
の
電
子
デ
ー
タ

と
紙
媒
体
の
今
後
に
つ
い
て
。

答
弁
　
大
量
の
資
料
の
場
合
、
便
宜

的
に
Ｃ
Ｄ
で
の
電
子
デ
ー
タ
を
提
供

す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
現
状
に
お
い

て
は
、
文
章
の
保
管
の
基
本
は
決
裁

文
書
を
紙
媒
体
で
行
い
、
予
備
的
に

電
子
デ
ー
タ
を
添
付
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る

ぺ
ー
パ
ー
レ
ス
化

佐
藤
　
栄
作
 議
員

質
問
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
所
見
に

つ
い
て
。

答
弁
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
に
関
わ
ら
ず
、

自
治
体
業
務
に
お
い
て
も
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
は
将
来
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
導
入
も
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

一
部
を
担
う
手
段
で
あ
り
、ペ
ー
パ
ー

レ
ス
化
を
進
め
る
た
め
に
、自
治
体
業

務
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
手

法
・
手
順
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。こ
れ
に
よ
り
、
紙
が
減
少
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
と
理
解
し
て
い
る
。

質
問
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
る

う
え
で
の
問
題
点
に
つ
い
て
。

答
弁
　
新
た
な
機
器
や
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
お
い
て
、
初
期
投
資
と
と
も

に
維
持
費
が
高
い
と
い
う
課
題
が
大

き
な
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
　
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て

部
分
的
な
施
行
な
ど
検
討
さ
れ
た
こ

と
が
あ
る
か
。

答
弁
　
自
治
体
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
は
、
過
去
に
も
小
千
谷
市

行
政
改
革
実
施
計
画
に
お
い
て
、
電

子
決
裁
及
び
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
結
果
と

企
業
誘
致
の
波
及
効
果
、

ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
会
議

大
矢
　
弘
光
 議
員

質
問
　
企
業
誘
致
と
波
及
効
果
の
考

え
方
や
方
向
性
に
つ
い
て
。

答
弁
　
新
た
な
労
働
力
の
流
入
や
、

交
流
人
口
増
加
や
定
住
促
進
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。
企
業
誘
致
を
ま
ち

づ
く
り
の
手
段
の
一
つ
と
し
な
が
ら
、

商
業
や
居
住
環
境
の
整
備
な
ど
調
和

の
と
れ
た
施
策
・
事
業
に
取
り
組
む
。

旭橋西詰周辺

質
問
　
観
光
大
使
に
つ
い
て
。

答
弁
　
複
数
名
の
候
補
者
に
対
し
、

条
件
な
ど
を
踏
ま
え
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。
年
内
に
は
一
定
の
報
告

を
目
指
す
。

市
民
協
働
の
市
政
運
営

・
中
山
間
地
支
援

駒
井
　
和
彦
 議
員

質
問
　
条
例
を
作
る
こ
と
で
、
機
運

醸
成
が
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
　
市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
た

め
の
指
針
作
り
に
取
り
組
む
。

質
問
　
３
地
区
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の

評
価
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
地
域
住
民
に
、地
域
が
こ
の
先

ど
う
あ
る
べ
き
か
議
論
し
て
も
ら
い
、

課
題
解
決
の
具
体
策
を
期
待
す
る
。

質
問
　
オ
ヂ
ト
ー
ク
や
オ
モ
シ
ロ
×

マ
ジ
メ
に
創
る
会
の
成
果
の
今
後
の

展
開
は
。

教
育
長
答
弁
　
今
後
も
関
係
団
体
と

連
携
し
、
学
習
機
会
提
供
等
支
援
し

て
い
く
。

質
問
　
若
者
条
例
や
若
者
議
会
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
。

答
弁
　
現
在
考
え
て
い
な
い
が
、
会

議
の
場
づ
く
り
は
努
め
て
い
く
。

質
問
　
各
審
議
会
等
委
員
へ
の
女
性

の
登
用
率
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
。
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内
山
　
博
志
 議
員

質
問
　
県
の
財
政
が
危
機
的
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
財
政
再
建
と
し
て
県

単
独
事
業
が
検
討
の
俎
上
に
上
が
っ

て
い
る
。
小
千
谷
市
の
高
校
卒
業
ま

で
の
医
療
費
助
成
制
度
を
堅
持
し
、

補
助
金
の
削
減
は
し
な
い
よ
う
県
に

要
請
す
べ
き
だ
。

答
弁
　
高
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
は
廃
止
し
な
い
。
県

単
独
補
助
金
の
削
減
の
検
討
に
当

た
っ
て
は
市
町
村
の
意
見
も
反
映
す

べ
き
。
市
長
会
な
ど
の
機
会
を
利
用

し
伝
え
て
い
く
。

質
問
　
　
月
か
ら
の
幼
児
教
育
・
保

10

育
の
無
償
化
は
カ
ッ
コ
付
き
で
副
食

費
は
実
費
徴
収
に
な
る
。
副
食
材
費

の
無
償
化
で
子
育
て
支
援
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
全
国
で
は
、
１
０
０
を

超
え
る
自
治
体
で
実
現
す
る
。

答
弁
　
保
育
料
の
無
償
化
で
大
幅
に

消
防
、教
育
、視
覚
障

が
い
支
援
に
つ
い
て

森
本
恵
理
子
 議
員

消
防
・
防
災
に
つ
い
て

質
問
　
点
検
の
際
に
町
内
管
理
の
消

防
用
ホ
ー
ス
の
乾
燥
が
難
し
く
、
ま

た
赤
水
が
出
る
た
め
点
検
が
進
ま
な

い
。
点
検
支
援
策
を
講
じ
て
は
。

答
弁
　
地
元
消
防
団
に
依
頼
い
た
だ

く
こ
と
で
乾
燥
作
業
等
に
対
応
す
る
。

質
問
　
消
火
活
動
な
ど
で
消
火
栓
を

利
用
し
た
際
に
家
庭
の
水
道
か
ら
赤

水
が
出
る
こ
と
が
あ
る
。
周
知
と
水

道
料
減
免
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
赤
水
が
出
た
際
は
透
明
に
な

る
ま
で
蛇
口
か
ら
水
を
流
し
続
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
が
水
道
料
金

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
で
は

な
い
。
今
後
赤
水
が
出
る
こ
と
の
周

知
を
消
防
活
動
後
に
行
っ
て
い
く
。

魅
力
あ
る
教
育
施
策
に
つ
い
て

質
問
　
学
校
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
設
置
予
定
は
。

教
育
長
答
弁
　
多
額
の
費
用
が
か
か

り
、
国
の
補
助
制
度
も
な
い
た
め
、

国
の
財
源
措
置
や
機
器
の
開
発
の
度

合
い
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

質
問
　
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長
答
弁
　
来
年
２
月
に
小
中
学

生
を
対
象
に
お
ぢ
ゃ
～
る
で
実
施
予

定
。

視
覚
障
が
い
に
対
す
る
理
解
促
進

質
問
　
社
会
が
色
々
な
障
が
い
を
背

負
っ
て
い
る
方
々
に
対
し
て
寄
り
添

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
視
覚
障

が
い
者
誘
導
用
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て

負
担
軽
減
に
な
る
と
考
え
る
。
市
は

国
基
準
の
徴
収
額
よ
り
軽
減
し
て
い

る
。
現
段
階
で
は
、
３
才
未
満
児
の

保
育
料
を
軽
減
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問
　
市
役
所
の
障
害
者
雇
用
率
は

い
か
が
か
。
障
が
い
者
の
仕
事
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
か
。

答
弁
　
法
定
雇
用
率
に
達
し
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
来
年
度
の
採
用
に
向

け
て
、
障
が
い
者
枠
と
し
て
採
用
試

験
を
実
施
し
て
い
る
。
職
員
係
な
ど

で
相
談
体
制
は
整
え
て
あ
り
、
引
き

続
き
配
慮
し
て
い
く
。

質
問
　
鴻
巣
産
業
団
地
の
売
却
に
伴

い
、
交
通
量
は
一
層
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
。
地
域
や
市
民
か
ら
要
望
が

出
て
い
る
市
道
山
谷
・
吉
谷
線
（
西

部
線
）
の
道
路
拡
幅
の
計
画
を
急
ぐ

べ
き
だ
。

答
弁
　
令
和
元
年
に
全
体
測
量
、
令

和
２
年
に
用
地
測
量
、
令
和
３
か
ら

５
年
に
拡
幅
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

船
岡
山
整
備
・
保
育

料
・
工
業
団
地
造
成
・

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

本
田
　
　
剛
 議
員

質
問
　
船
岡
山
の
整
備
と
管
理
、
稲

荷
町
側
の
階
段
踏
面
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
。

答
弁
　
階
段
が
滑
り
や
す
い
た
め
、

応
急
的
な
安
全
対
策
を
進
め
て
お
り
、

手
摺
り
の
設
置
も
検
討
し
て
い
る
。

管
理
は
月
１
回
程
度
職
員
が
巡
視
等

行
い
観
光
施
設
全
般
の
管
理
業
務
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
委
託

答
弁
　
　
・
８
％
、
今
後
も
積
極
的

20

登
用
を
働
き
か
け
て
い
く
。

質
問
　
市
民
提
案
箱
の
評
価
と
今
後

に
つ
い
て
。

答
弁
　
２
６
８
件
の
う
ち
　
件
の
事

40

業
化
、
今
後
も
継
続
し
て
い
く
。

質
問
　
棚
田
地
域
振
興
法
制
定
後
の

当
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答
弁
　
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
情
報
を
注
視
し
、
遅
滞

な
く
対
応
し
て
い
く
。

質
問
　
学
校
現
場
で
の
棚
田
教
育
に

つ
い
て
。

教
育
長
答
弁
　
棚
田
に
特
化
し
た
教

育
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
小
５
の
教

科
書
で
は
農
家
の
米
作
り
の
記
載
が

あ
る
。

質
問
　
山
間
地
集
落
の
存
亡
に
つ
い

て
、
市
長
の
率
直
な
考
え
は
。

答
弁
　
地
域
住
民
等
の
自
主
的
努
力

を
支
援
す
る
こ
と
で
振
興
、
維
持
に

努
め
て
い
く
。

質
問
　
地
域
イ
ン
フ
ラ
サ
ポ
ー
タ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
。

答
弁
　
先
行
自
治
体
で
の
有
効
性
を

確
認
し
て
い
る
が
、
現
状
設
置
の
予

定
は
な
い
。

子
ど
も
医
療
費
、
保
育

無
償
化
と
西
部
線
整
備

整
備
状
況
、
対
応
を
伺
う
。

答
弁
　
公
共
施
設
に
お
け
る
設
置
は

着
実
に
進
ん
で
い
る
が
、
今
後
、
民

間
事
業
者
に
対
し
て
制
度
の
理
解
や

周
知
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
視
覚
障
が
い
の
方
が
持
つ
白

杖
、
困
っ
て
い
る
際
に
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
伝

え
る
「
白
杖
Ｓ
Ｏ
Ｓ
シ
グ
ナ
ル
」
に

つ
い
て
認
知
度
を
高
め
る
べ
き
で
は
。

答
弁
　
市
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
併
せ
て
広
報
な
ど

で
掲
載
し
、
周
知
に
努
め
る
。

白杖
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し
て
い
る
。
週
１
回
程
度
の
清
掃
や

パ
ト
ロ
ー
ル
巡
視
等
の
状
況
報
告
を

受
け
、
施
設
修
繕
等
の
環
境
整
備
に

努
め
て
い
る
。

質
問
　
多
子
世
帯
の
保
育
料
の
軽
減

制
度
に
お
い
て
第
１
子
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
条
件
が
厳
し
い
。
年
齢
が
離
れ

た
兄
弟
で
も
カ
ウ
ン
ト
す
る
制
度
の

改
正
を
。

答
弁
　
保
育
料
の
多
子
軽
減
は
、
国

と
同
じ
基
準
を
用
い
て
い
る
。　
月
10

か
ら
の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化

に
伴
い
、
全
所
得
階
層
世
帯
の
保
育

料
負
担
軽
減
を
実
施
。
現
時
点
で
は

多
子
軽
減
の
算
定
改
正
は
考
え
て
い

な
い
。

質
問
　
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し

て
、
今
後
も
工
業
団
地
を
造
成
し
企

業
誘
致
を
進
め
る
べ
き
と
思
う
。

答
弁
　
工
業
団
地
の
造
成
は
相
応
の

時
間
と
経
費
を
要
す
る
も
の
だ
が
将

来
を
担
う
主
要
な
事
業
の
一
つ
で
も

あ
る
。
今
後
、
地
元
企
業
の
ニ
ー
ズ

も
伺
い
な
が
ら
適
地
、
規
模
、
時
期

な
ど
総
合
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

質
問
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
制

度
は
今
後
あ
る
の
か
。

答
弁
　
今
年
度
は
消
費
税
改
定
前
の

か
け
込
み
需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
実
施
し
な
か
っ
た
。
今
後
は
経

済
対
策
の
一
環
と
し
て
経
済
状
況
を

配
置
し
、
週
１
回
の
訪
問
と
毎
月
１

回
の
報
告
会
を
開
催
し
て
い
る
。

質
問
　
隊
員
、
受
入
団
体
か
ら
の
問

題
提
起
は
実
際
担
当
課
と
し
て
は
伝

わ
っ
て
き
て
い
る
実
態
が
あ
る
の
か
。

答
弁
　
当
市
で
は
独
自
の
支
援
策
と

し
て
受
入
団
体
の
方
に
世
話
人
を
お

願
い
し
、
生
活
や
活
動
を
支
援
い
た

だ
き
、
情
報
を
得
て
い
る
。

質
問
　
定
住
に
向
け
て
の
検
討
、
任

期
終
了
後
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て
の

具
体
的
な
話
し
合
い
は
実
際
ど
れ
く

ら
い
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁
　
隊
員
の
多
く
は
任
期
開
始
か

ら
１
年
が
経
過
す
る
頃
か
ら
終
了
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
始
め
る
傾
向
に

あ
る
た
め
、
そ
の
頃
か
ら
具
体
的
な

話
し
合
い
を
始
め
て
い
る
。
多
い
と

き
は
週
に
何
度
も
話
し
合
い
の
場
を

持
ち
な
が
ら
支
援
を
し
て
い
る
。

平
澤
　
　
智
 議
員

質
問
　
全
国
的
に
は
問
題
が
発
生
し
、

任
期
を
全
う
す
る
こ
と
な
く
脱
隊
し

た
り
病
気
に
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

幸
い
当
市
で
は
定
住
率
も
高
く
マ
ッ

チ
ン
グ
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
よ
う

に
思
え
る
が
、
担
当
課
と
受
入
団
体

と
隊
員
と
の
情
報
交
換
状
況
は
ど
の

よ
う
な
か
た
ち
、
頻
度
で
実
施
さ
れ

て
い
る
の
か
。

答
弁
　
協
力
隊
専
門
の
担
当
職
員
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊

支
援
に
つ
い
て

ふ
ま
え
実
施
す
る
が
、
来
年
度
も
含

め
継
続
的
な
事
業
と
す
る
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。

質
問
　
定
住
に
向
け
て
の
検
討
は
担

当
課
、
受
入
団
体
、
隊
員
だ
け
で
な

く
広
く
市
内
の
民
間
企
業
、
個
人
も

含
め
て
一
緒
に
考
え
ら
れ
る
組
織
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
が
市
と
し
て
の
お
考
え
は
。

答
弁
　
小
千
谷
市
で
就
業
し
定
住
い

た
だ
け
る
よ
う
話
し
合
い
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
何
よ
り
本
人
の
決
断
を

優
先
し
て
い
る
。
そ
の
決
断
に
あ
た

り
、
世
話
人
や
受
入
団
体
が
主
体
と

な
り
、
市
と
し
て
は
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

吉
﨑
　
　
進
 議
員

質
問
　
市
内
に
は
障
が
い
者
就
労
支

援
施
設
が
４
施
設
あ
り
、
定
員
は
　88

名
で
あ
る
。
現
在
の
利
用
者
は
定
員

以
上
と
な
っ
て
お
り
、
ど
の
施
設
で

も
慢
性
的
に
定
員
を
オ
ー
バ
ー
し
て

い
る
。
ま
た
、
市
の
総
合
支
援
学
校

を
卒
業
し
て
、
就
労
支
援
施
設
に
通

わ
ざ
る
を
得
な
い
方
も
こ
れ
か
ら
増

え
て
く
る
。
市
内
の
就
労
支
援
施
設

が
足
り
な
い
状
況
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
伺
う
。
児
童
、
生
徒
の

日
中
一
時
支
援
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

主
体
の
施
設
で
も
受
け
入
れ
が
行
わ

障
が
い
者
就
労
支
援
施

設
と
日
中
一
時
支
援

れ
、
平
日
は
何
と
か
な
っ
て
い
る
が
、

長
期
休
暇
で
は
希
望
者
が
大
幅
に
増

え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
の
市
の
対
応

を
伺
う
。

答
弁
　
障
が
い
者
就
労
支
援
施
設
は
、

い
ず
れ
の
施
設
も
登
録
者
が
定
員
を

上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
日
中

一
時
支
援
に
対
し
て
は
長
期
休
業
中

に
利
用
希
望
者
が
集
中
す
る
こ
と
か

ら
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
協
力

し
て
受
入
れ
調
整
を
行
い
、
希
望
者

全
員
か
ら
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

平
成
　
年
４
月
か
ら
、
介
護
保
険
法

30

と
障
害
者
総
合
支
援
法
の
改
正
に
よ

り
、
一
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
制
度

が
開
始
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、

市
と
し
て
は
「
第
５
期
障
が
い
福
祉

計
画
」
に
引
き
続
き
関
係
事
業
者
と

連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
と
と
も
に
、

社
会
福
祉
法
人
等
の
施
設
整
備
に
お

い
て
は
、
国
や
県
の
補
助
制
度
の
活

用
に
向
け
た
支
援
、
さ
ら
に
、
や
む

を
得
ず
市
外
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
に
通
所
す
る
障
が
い
者
に
対
し
て

は
、
交
通
費

助
成
制
度
に

つ
い
て
取
り

組
み
を
進
め

て
い
く
考
え

で
あ
る
。
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〈
７
月
〉

２
日
　
柏
崎
港
整
備
・
利
用
促
進
協

議
会
通
常
総
会
（
柏
崎
市
）

８
日
　
広
聴
広
報
委
員
会

　
日
　
広
聴
広
報
委
員
会

16　
日
　
愛
知
県
西
尾
市
議
会
行
政
視

23

察
に
来
市

 〃
 　
愛
知
県
豊
橋
市
議
会
行
政
視

察
に
来
市
（
　
日
ま
で
）

24

〈
８
月
〉

５
日
　
民
生
産
業
委
員
協
議
会

６
日
　
中
越
地
区
市
議
会
合
同
議
員

研
修
会
（
燕
市
）

　
日
　
議
員
協
議
会

19
議議
会会
日日
誌誌

議
会
日

議
会
日
誌誌

７７
月月
～～
９９
月月

７
月
～
９

７
月
～
９
月月

　
日
　
県
市
議
会
議
長
会
秋
季
定
期

22

総
会
（
燕
市
）

　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

26〈
９
月
〉

２
日
　
第
３
回
定
例
会
（
本
会
議
）

 〃
 　
広
聴
広
報
委
員
会

３
日
　
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会

４
日
　
常
任
委
員
会
連
合
審
査
会

５
日
　
総
務
文
教
委
員
会

６
日
　
民
生
産
業
委
員
会

　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

19 〃
 　
本
会
議
（
第
２
日
）

 〃
 　
議
会
改
革
推
進
委
員
会

　
日
　
本
会
議
（
第
３
日
）

20 〃
 　
広
聴
広
報
委
員
会

　
日
　
議
会
運
営
委
員
会

25 〃
 　
本
会
議
（
第
４
日
）

編
集
後

編
集
後
記記



　
ご
依
頼
を
戴
き
、
悩
苦
の
中
で
書

き
始
め
ま
す
。

　
片
貝
で
設
備
工
事
を
営
み
　
年
に

23

な
り
ま
す
。

　
私
の
モ
ッ
ト
ー
は
電
話
や
来
社
さ

れ
る
方
々
は
困
っ
て
い
る
、
心
配
が

あ
る
等
の
気
持
ち
で
い
ら
れ
る
と
思

い
、
先
ず
、
伺
っ
て
修
繕
等
の
状
況

判
断
を
行
い
、
対
応
策
を
話
し
合
う

中
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
安
全
、
回

復
を
念
頭
に
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

　
事
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
、「
お

め
さ
ん
、
ど
こ
の
、
だ
っ
だ
?
」
で

し
た
。
地
域
に
認
知
し
て
も
ら
う
為

に
、
様
々
な
会
に
参
加
し
て
、
率
先

し
て
作
業
や
行
動
を
し
ま
し
た
。
商

工
の
役
、
町
の
役
、
趣
味
で
は
郷
土

史
研
究
会
、
観
世
流
の
謡
会
、
舞
踊

の
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
花
壇
の
花

の
会
、
保
護
司
会
等
々
、
忙
中
忙
で

す
が
、
今
で
は
、
昔
に
か
じ
っ
た
ギ

タ
ー
の
練
習
を
我
流
で
少
し
始
め
ま

し
た
。

　
「
生
き
る
」
に
於
い
て
、
切
り
替

え
、
切
り
替
え
の
心
が
一
番
大
事
と

思
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
に
　
歳
に
な
り
ま
す
が
、

65

こ
れ
ま
で
の
　
年
間
が
ア
ッ
と
云
う
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ほ
ど
短
く
感
じ
ま
し
た
の
で
、
妻
に

笑
わ
れ
て
い
ま
す
が
百
歳
ま
で
は
生

き
た
い
と
言
い
放
っ
て
お
り
ま
す
。

　
不
摂
生
な
飲
食
、
運
動
不
足
（
嫌

い
？
）
で
す
が
、
そ
の
内
、
そ
の
内

に
と
念
じ
て
、
毎
日
苦
し
み
、
喜
び
、

悲
し
み
、
失
望
、
持
ち
直
し
、
そ
し

て
希
望
の
中
で
人
生
を
泳
い
で
い
ま

す
。
　
最
後
に
皆
様
、
お
元
気
に
お
過
ご

し
下
さ
い
ま
せ
。

黒
﨑
　
哲
郎
（
片
貝
町
裏
）

　
今
回
の
市
議
会
は
、
消
費
税
　10

％
直
前
の
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
な
く
懸
念
材
料
の

多
い
中
で
の
増
税
で
す
。

　
市
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
条
例

改
正
な
ど
が
多
数
あ
り
、
議
員
の

中
で
も
意
見
が
分
か
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
市
の
行
政
は
国

の
施
策
と
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関

係
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
小
千
谷
市
議
会
と
し
て
も
、

し
っ
か
り
議
論
し
、
市
民
の
暮
ら

し
を
守
り
、
安
心
し
て
い
つ
ま
で

も
暮
ら
せ
る
小
千
谷
市
を
皆
様
と

力
を
合
わ
せ
、
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
　
皆
様
の
様
々
な
ご
意
見
、
ご
要

望
に
耳
を
傾
け
、
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 　
　
　
 編
集
委
員
　
内
山
　
博
志

１１月２９日㈮　第１日  議案上程説明
１２月２日㈪～４日㈬  各常任委員会で審査
１２月１７日㈫　第２日　一般質問
１２月１８日㈬　予備日　一般質問
　　　　　　　(質問者が多い場合に開催)
１２月２０日㈮　最終日　委員長報告、採決

市議会を傍聴してみませんか
第4回定例会開催予定

※日程は変更される場合があります。各委
員会の日程、団体での議会傍聴について
は議会事務局（℡83－3505）へお問い合
わせください。
　委員会の傍聴につ
いては、あらかじ
め議会事務局へお
申し出ください。


